
「
瀬
戸
内
海
言
語
資
料
室
」
の
開
設
に
当
っ
て

一
、
『
些
戸
内
海
言
語
圏
巻
』
資
料
の
受
贈

こ
の
度
、
本
学
に
、
瀬
戸
内
輝
言
語
資
料
豆
が
開
設
さ
れ
る
軍
ひ
と
な
っ
た
。

本
資
料
室
は
、
瀬
戸
内
海
城
の
方
言
資
料
を
広
く
収
納
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

言
語
に
つ
い
て
の
研
究
を
推
進
し
、
併
せ
て
、
裏
姦
な
研
究
者
に
公
開
す
る
こ

と
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料
室
の
言
語
資
料
の
核
を
な
す
も
の
は
、
『
翫

戸
内
嘩
言
語
図
巻
』
資
料
一
式
で
あ
る
。

『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
資
料
は
、
本
学
会
員
で
あ
り
、
か
つ
前
広
島
大
学

文
学
部
教
授
藤
原
与
一
博
士
（
現
広
島
方
言
研
究
所
）
が
、
そ
の
在
任
中
か
ら
、

調
査
収
集
さ
れ
た
方
言
資
料
と
そ
の
研
究
成
果
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
度
、
あ
げ

て
資
料
一
式
を
広
島
大
学
に
寄
贈
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

直
接
の
窓
口
と
し
て
の
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
は
、
こ
の
御
意
志
を

有
難
く
拝
受
し
、
末
長
く
保
管
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
内
外
の
研
究
者
に
利

用
の
便
宜
を
は
か
っ
て
、
斯
学
の
発
展
寄
与
に
資
し
た
い
と
撤
っ
て
来
た
。
こ

こ
に
、
そ
の
資
料
室
と
収
納
設
楯
が
出
来
上
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
資
料
の
内
容

『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
資
料
は
、
調
査
カ
ー
ド
と
言
語
地
図
を
主
体
と
す

る
十
二
品
目
か
ら
成
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
左
記
の
と
お
れ
で
あ
る
。

［
調
査
カ
ー
ド
］
　
カ
ー
ド
総
計
　
約
四
四
万
四
〇
〇
〇
枚

1
調
査
の
原
カ
ー
ド

地
点
別
の
調
査
カ
ー
ド
　
約
二
二
万
二
〇
〇
〇
枚

一
地
点
二
四
〇
枚
の
カ
ー
ド
が
、
九
二
五
地
点
に
わ
た
っ
て
高
る
。

2
原
カ
ー
ド
の
複
製

項
目
（
二
四
〇
項
）
別
に
ま
と
め
た
カ
ー
ド
約
二
二
万
二
〇
〇
〇
枚

約
九
百
枚
組
み
の
カ
ー
ド
二
四
〇
筒
。

［
言
語
地
図
］
　
地
図
総
計
　
二
二
五
〇
枚

3
第
一
次
製
作
地
図
　
二
五
〇
図

新
聞
紙
大
に
し
て
七
五
〇
枚
。
一
図
は
新
聞
紙
大
を
枝
に
三
枚
つ
な
い

だ
も
の
。

4
第
二
次
製
作
地
図
一
五
〇
〇
枚
（
一
枚
は
新
聞
紙
大
）

［
地
図
製
作
用
具
な
ど
］

5
白
地
図
（
今
後
、
演
習
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
約
三
二
〇
〇
枚

（
新
聞
紙
大
）

6
符
号
用
ゴ
ム
印
（
使
用
済
の
も
の
、
今
後
使
用
可
能
の
も
の
も
含
む
）

約
八
〇
〇
種

7
瀬
戸
内
海
言
語
調
査
地
図
原
籍

8
諸
記
録
ノ
ー
ト

三
、
本
資
料
の
価
値

『
瀬
戸
内
嘩
言
語
図
巻
』
資
料
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
瀬
戸
内
海
域
の

方
言
の
調
査
カ
ー
ド
約
四
十
五
万
枚
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
言
語
地
図
　
約
二
千

五
百
枚
、
未
製
図
の
白
地
図
三
千
二
百
枚
、
及
び
地
図
製
作
用
具
を
主
と
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
規
模
、
内
容
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
画
期
的
な
成
果
と

見
ら
れ
、
言
語
研
究
上
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。



の
み
な
ら
ず
、
広
島
大
学
が
将
来
に
わ
た
っ
て
担
当
し
て
行
く
べ
き
瀬
戸
内

海
文
化
研
究
の
う
え
か
ら
も
、
そ
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
の
、
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
は
、
凡
そ
次
の
項
目
と
し
て
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

1
調
査
カ
ー
ド
は
、
瀬
戸
内
海
島
唄
（
人
の
住
む
、
一
二
六
島
の
七
〇
一
地
点

で
、
各
島
に
つ
い
て
す
べ
て
の
集
落
を
調
査
）
及
び
全
沿
岸
地
帯
の
要
地
一
四

一
地
点
と
、
第
二
次
沿
岸
調
査
八
三
地
点
の
総
計
九
二
五
地
点
を
対
象
と
し

て
、
音
斑
・
ア
ク
セ
ン
ト
・
語
法
・
表
現
法
・
語
詞
語
彙
な
ど
、
言
語
の
体
系

的
考
察
に
畢
づ
き
、
放
送
さ
れ
た
二
四
〇
の
調
査
攻
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
老
年
層
（
六
十
歳
代
女
性
）
と
少
年
層
（
中
学
二
年
女
性
）
の
二
層
を

調
査
し
、
方
言
の
動
態
を
対
照
的
に
考
究
す
る
こ
と
が
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

十
余
年
の
準
備
期
問
と
五
ヶ
年
の
実
動
調
査
期
間
と
を
以
て
、
一
定
方
針

の
下
に
発
成
さ
れ
た
二
十
余
人
の
均
暦
的
な
調
査
員
　
（
広
島
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
の
卒
業
生
が
中
心
）
の
助
力
を
得
て
調
査
完
了
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
量
の
多
さ
、
唐
の
脹
密
さ
に
お
い
て
、
空
前
の
資
料
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。

な
お
、
カ
ー
ド
は
地
点
別
と
項
目
別
と
に
分
け
ら
れ
て
利
用
の
便
が
は
か

ら
れ
て
い
る
。

2
言
語
地
図
は
、
右
の
調
査
カ
ー
ド
に
畢
づ
い
て
、
横
長
の
地
形
の
些
戸
内
海

の
地
図
上
に
も
ろ
も
ろ
の
方
言
事
象
を
、
一
項
日
ご
と
に
一
図
と
し
て
、
所

定
の
項
目
に
対
す
る
地
点
ご
と
の
言
語
の
異
な
り
を
、
符
号
化
し
て
書
き
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
目
し
て
、
言
語
の
分
布
を
瞭
賂
た
ら
し
め
る
と
と
も

に
、
言
語
の
地
域
的
な
推
移
、
変
遷
を
も
解
明
し
う
る
な
ど
、
い
わ
ば
無
尽

蔵
と
も
い
う
べ
き
研
究
課
題
を
含
ん
で
い
る
。

．
3
本
学
の
学
生
の
言
語
研
究
の
教
育
上
、
講
義
・
演
習
の
実
具
と
し
て
、
遠
い

将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
し
う
る
教
材
と
も
な
り
う
る
。

4
瀬
戸
内
海
の
地
勢
、
文
化
は
、
欧
州
の
地
中
海
の
そ
れ
に
比
せ
ら
れ
る
が
、

地
中
海
の
島
映
・
沿
岸
の
諸
言
語
・
方
言
は
、
瀬
戸
内
海
の
方
言
と
比
較
し

考
察
さ
れ
る
共
通
点
が
あ
り
、
外
国
の
方
言
学
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。

本
資
料
は
、
そ
．
の
比
較
研
究
に
資
す
る
所
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

5
今
後
、
瀬
戸
内
海
域
の
方
言
は
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
大
き
く
変
遷
し
て

行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
将
来
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
域
の
方
言
と
、
本
資

料
と
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
言
語
の
歴
史
的
研
究

が
、
将
来
の
時
点
に
お
い
て
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

6
本
資
料
の
う
ち
、
言
語
地
図
の
一
部
（
第
二
次
製
作
地
図
）
は
、
昭
和
四
十

九
年
に
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
上
巻
・
下
巻
と
し

て
公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
大
冊
で
は
あ
る
も
の
の
、
諸
制
約
か
ら
縮
写
で

あ
り
、
複
製
と
し
て
の
限
界
が
あ
る
。
本
資
料
は
、
そ
の
原
図
と
し
て
尊
ば

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
本
資
料
は
、
日
本
語
研
究
の
歴
史
的
所
産
と
．
も
な
る
価
値
を
有

し
、
「
昭
和
の
日
本
語
」
の
、
瀬
戸
内
海
域
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

四
、
所
在
と
設
備

瀬
戸
内
海
言
語
資
料
室
の
設
置
場
所
は
、
中
央
図
書
館
の
屋
上
、
政
経
学
部

と
接
し
そ
の
所
管
内
に
あ
る
。
室
内
に
は
、
言
語
地
図
を
分
類
し
て
入
れ
る
地

図
庫
四
十
五
段
と
、
調
査
カ
ー
下
を
分
類
し
て
収
め
る
七
百
段
の
カ
ー
ド
ボ
ッ

ク
ス
を
中
心
と
し
た
収
納
器
具
、
及
び
講
義
演
習
、
実
習
、
閲
覧
に
供
す
る
机

・
椅
子
と
裂
図
台
・
透
写
台
な
ど
を
納
め
て
い
る
。

独
立
し
た
方
言
研
究
所
、
資
料
室
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
マ
ー
ル
プ
ル
ク
大

学
「
ド
イ
ツ
言
語
地
図
研
究
所
」
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
エ
ン
大
学
「
方
言
学



研
究
所
」
が
知
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
国
公
私
立
大
学
の
中
、
最
初

の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

五
、
本
資
料
の
公
開

本
資
料
は
、
「
国
内
外
の
研
究
者
に
も
公
開
し
、
そ
の
研
究
に
資
し
て
斯
学

の
発
展
に
期
す
る
」
と
の
雷
踏
石
の
意
向
に
も
些
つ
き
、
広
く
表
撃
な
研
究
者

の
利
用
の
任
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
目
下
そ
の
利
用
の
要
領
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

六
、
経
過
と
将
来
の
課
題

本
資
料
は
、
些
戸
内
海
域
方
言
と
い
う
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
資
料

で
あ
り
、
内
海
文
化
の
研
究
の
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
既
に
本
学
文
学
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る
内
海
文
化
研
究
室
の

基
礎
資
料
と
し
て
の
関
連
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
言
語
研
究
に
最
も

親
密
な
国
語
学
国
文
学
専
攻
の
学
生
・
教
官
の
方
言
研
究
の
講
童
・
演
習
の
た

め
に
、
常
時
の
効
率
的
な
利
用
と
管
理
と
を
考
慮
し
て
、
当
初
そ
の
場
所
を
文

学
部
内
に
考
え
た
の
で
あ
る
。
諸
種
の
事
情
か
ら
、
右
に
述
べ
た
場
所
に
設
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
中
央
図
書
館
と
政
経
学
部
と
の
格
別
の
御

配
慮
を
頂
い
た
。
広
く
学
会
員
の
利
用
を
も
お
願
い
し
た
い
。

資
料
は
、
『
瀕
戸
内
海
言
語
図
巻
』
資
料
を
核
と
し
て
、
文
学
部
国
語
学
国
文

学
研
究
室
に
お
い
て
も
方
言
資
料
を
追
加
収
納
す
る
計
画
で
あ
り
、
将
来
そ
の

他
の
諸
資
料
を
も
加
え
て
充
実
、
発
展
す
る
こ
と
を
庶
奴
す
る
も
の
で
あ
る
。

思
え
ば
、
一
昨
秋
以
来
、
一
年
半
の
問
、
飯
島
宗
一
学
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
の
御
尽
力
を
得
て
漸
く
、
こ
こ
に
開
設
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く

御
礼
を
申
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
こ
の
資
料
室
を
氾
か
く
お
育
て
下
さ
る
こ
と

を
併
せ
て
お
頗
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
小
　
林
　
芳
　
規
）




